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Ⅰ．市場概要・市場環境

  １．「走る」「曲がる」「止まる」はどう変わるか ··············································（  １）

  ２．「走る」「曲がる」「止まる」ロードマップ全体像（～２０４０年・２０５０年）（  ３）

  ３．今後、採用が進む有望システム・部品は何か ·············································（  ４）

  ４．有望１５システムの市場規模（世界・日本２０１８～２０４５年予測）··········（  ６）

  ５．有望１５システムの搭載率（世界・日本２０１８～２０４５年予測）·············（  ８）

  ６．有望部品２０品目の市場規模（世界・日本２０１８～２０４５年予測）··········（ １０）

７．環境規制強化への対応策 ·······································································（ １４）

１）パワートレイン技術開発 ····································································（ １４）

２）車体軽量化（アルミ化，ハイテン化）···················································（ １６）

３）車体軽量化（ＣＦＲＰ化） ·································································（ １８）

８．排ガス規制・燃費規制強化の動向 ···························································（ １９）

１）日欧米中·························································································（ １９）

２）その他（インド，ブラジル，インドネシア，オーストラリア など） ···········（ ２３）

９．ロードマップ総括（～２０４０年，２０４０～２０５０年，２０５０年～） ····（ ２５）

Ⅱ．パワートレイン編

１．パワートレイン市場動向 ·······································································（ ２８）

   １）パワートレインの種類と電動化レベル···················································（ ２８）

   ２）ＩＣＥＶ／ＥＰＴＶ別市場規模（世界・日本２０１８～２０４５年予測） ····（ ３０）

３）ＥＰＴＶ種類別市場規模（世界・日本２０１８～２０４５年予測）·············（ ３２）

４）ガソリン／ディーゼル別エンジン市場規模（世界・日本２０１８～２０４５年予測）···（ ３４）

５）パワートレイン別エンジン別市場規模（世界・日本２０１８～２０４５年予測） ··（ ３６）

６）エンジンの市場的位置付け，搭載率（世界・日本２０１８～２０４５年予測）···（ ３９）

７）トランスミッションの市場的位置付け，搭載率（世界・日本２０１８～２０４５年予測） ···（ ４０）

２．パワートレインの電動化が周辺システム・部品に与える影響 ························（ ４１）

１）パワーユニット周辺システム数（冷却，潤滑，油圧，電源，燃料供給） ·······（ ４１）

２）補機類の動力源の動向 ·······································································（ ４２）

３）潤滑システムの電動化と油冷化の動向···················································（ ４３）

４）パワートレインの電動化とステアリング・ブレーキへの影響······················（ ４４）

５）有望エンジン４部品の納入マップ，市場規模（世界・日本２０１８～２０４５年予測） · （ ４５）

３．ガソリンエンジン················································································（ ４９）

   １）ロードマップ（～２０５０年，概況）···················································（ ４９）

   ２）ロードマップ（～２０４５年，直噴，希薄燃焼，過給，ハイブリッド化など要素技術） ····（ ５１）

３）ロードマップ（～２０５０年，高効率化）·············································（ ５４）

４）ダウンサイジング・ライトサイジングの動向 ··········································（ ５６）

５）モジュール化・レスシリンダー化の動向················································（ ５９）

６）次世代ガソリンエンジンの実用化時期・開発動向・主要開発メーカー ··········（ ６１）

７）新型エンジン開発事例 ·······································································（ ６５）

８）ガソリンエンジンの市場的位置付け・シェア ··········································（ ７４）

４．ディーゼルエンジン ·············································································（ ７６）

   １）ロードマップ（～２０５０年，概況）···················································（ ７６）

   ２）ロードマップ（～２０４５年，革新的排ガス浄化技術） ···························（ ７７）

３）ディーゼル車シェア推移 ····································································（ ７９）

    ①欧州（１９９０～２０１９年） ···························································（ ７９）

    ②欧州における２０２１～２０２３年のパワートレイン別比率（２０２１～２０２３年）···（ ８０）

   ４）主要ディーゼルエンジン型式一覧·························································（ ８１）
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Ⅲ．ブレーキ・ステアリング・アクセル編
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   １）ロードマップ（～２０５０年，概況）···················································（１４７）
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2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2019年 2020年 2021年 2022年

可変ﾊﾞﾙﾌﾞ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ
千個 39,900 40,800 36,400 36,500 37,900 102.3 89.2 100.3 103.8

EGRﾊﾞﾙﾌﾞ 千個 70,350 65,380 53,780 52,444 52,606 92.9 82.3 97.5 100.3

ﾀｰﾎﾞﾁｬｰ

ｼﾞｬｰ
千個 18,200 18,500 15,700 16,100 17,400 101.6 84.9 102.5 108.1

ｽｰﾊﾟｰﾁｬｰ

ｼﾞｬｰ
千個 623 677 660 675 736 108.7 97.5 102.3 109.0

駆動ﾓｰﾀ 千ﾕﾆｯﾄ 5,060 5,910 5,880 10,150 17,186 116.8 99.5 172.6 169.3

ISG･BAS 千個 30 160 440 530 1,355 533.3 275.0 120.5 255.7

PCU 千個 5,060 5,910 5,880 10,150 17,186 116.8 99.5 172.6 169.3

ﾊﾞｯﾃﾘｰ GWh 84 118 151 340 666 140.5 128.0 225.2 195.9

減速機 千台 1,500 1,900 2,320 5,300 10,319 126.7 122.1 228.4 194.7

電動油圧

ﾌﾞｰｽﾀ
千個 5,800 6,900 6,500 8,387 9,547 119.0 94.2 129.0 113.8

ESC加圧

ﾎﾟﾝﾌﾟ
千個 39,250 37,420 31,460 32,550 36,367 95.3 84.1 103.5 111.7

EPS

ｱｸﾁｭｴｰﾀ
千個 47,600 44,800 37,800 39,938 43,242 94.1 84.4 105.7 108.3

VGRS

ｱｸﾁｭｴｰﾀ
千個 120 130 120 140 185 108.3 92.3 116.7 132.1

電子ﾊﾝﾄﾞﾙ

転舵ｱｸﾁｭｴｰﾀ
千個 20 20 20 24 124 100.0 100.0 120.0 516.7

ｱｸｾﾙ 電子ｽﾛｯﾄﾙ 千個 44,400 42,800 35,700 35,830 38,665 96.4 83.4 100.4 107.9

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ

ﾌﾞﾚｰｷ

EPB

ｱｸﾁｭｴｰﾀ
千個 42,600 42,200 37,800 40,166 46,400 99.1 89.6 106.3 115.5

ﾐﾘ波ﾚｰﾀﾞｰ 千個 19,300 23,000 24,100 26,300 29,300 119.2 104.8 109.1 111.4

準ﾐﾘ波ﾚｰ

ﾀﾞｰ
千個 8,900 12,900 14,900 16,200 20,890 144.9 115.5 108.7 129.0

ｶﾒﾗ 千個 21,400 25,500 26,600 29,000 31,000 119.2 104.3 109.0 106.9

LIDAR 千個 10 50 110 120 170 500.0 220.0 109.1 141.7

運転支援

自動運転

実数 対前年比（％）

ﾊﾟﾜｰ

ﾄﾚｲﾝ

ﾌｯﾄ

ﾌﾞﾚｰｷ

ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ

部品

６．有望部品２０品目の市場規模（世界・日本２０１８～２０４５年予測）

■世界
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2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2019年 2020年 2021年 2022年

搭　載 HEV･ICEV 70,350 65,380 53,780 52,444 52,606 92.9 82.3 97.5 100.3

非搭載 E　V 1,450 1,720 2,020 4,610 8,993 118.6 117.4 228.2 195.1

71,800 67,100 55,800 57,054 61,599 93.5 83.2 102.2 108.0

98.0 97.4 96.4 91.9 85.4

対前年比

（％）

2023年
2030年

予測

2035年

予測

2040年

予測

2045年

予測
2023年

搭　載 HEV･ICEV 55,935 57,500 60,120 64,000 64,386 106.3

非搭載 E　V 11,865 16,500 20,880 26,200 33,914 131.9

67,800 74,000 81,000 90,200 98,300 110.1

82.5 77.7 74.2 71.0 65.5

乗用車全体

搭載率

実数（千台） 対前年比（％）

乗用車全体

搭載率

実数（千台）

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2019年 2020年 2021年 2022年

搭　載 HEV･ICEV 8,290 8,270 6,907 6,583 6,494 99.8 83.5 95.3 98.6

非搭載 EV 70 60 33 36 72 85.7 55.0 109.1 200.0

8,360 8,330 6,940 6,619 6,566 99.6 83.3 95.4 99.2

99.2 99.3 99.5 99.5 98.9

対前年比
（％）

2023年
2030年
予測

2035年
予測

2040年
予測

2045年
予測

2023年

搭　載 HEV･ICEV 7,715 7,340 6,940 6,650 5,914 118.8

非搭載 EV 165 710 990 1,180 1,756 229.2

7,880 8,050 7,930 7,830 7,670 120.0

97.9 91.2 87.5 84.9 77.1

乗用車全体

搭載率

実数（千台） 対前年比（％）

乗用車全体

搭載率

実数（千台）

  ６）エンジンの市場的位置付け，搭載率（世界・日本 ２０１８～２０４５年予測）

  ■世界

■日本
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   ②欧州における２０２１～２０２３年のパワートレイン別比率（２０２１～２０２３年）

パワートレイン種類
2021 年 1～12 月

ＥＵ自動車市場

2022 年 1～12 月

ＥＵ自動車市場

2023 年 1～2月

欧州自動車市場

ガソリン ４０.０％ ３６.４％ ３６.９％

ＨＥＶ １９.６％ ２２.６％ ２５.５％

ディーゼル １９.６％ １６.４％ １５.０％

ＢＥＶ ９.１％ １２.１％ １２.１％

ＰＨＥＶ ８.９％ ９.４％ ７.２％

ＮＧＶ ― ０.２％ ―

ｏｔｈｅｒ ２.８％ ２.９％ ３.３％

合計 １００.０％ １００.０％ １００.０％

    欧州における２０２１～２０２３年のパワートレイン別比率は上記のとおりとなっている。

    ディーゼル車シェアは、２０１１～２０１２年の５５～５６％から、２０１９年には３１％、

その後もディーゼル車のシェアは落ち込み、２０２２～２０２３年では、１５～１６％までシ

ェアを落としている。
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2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
2030年

予測

2035年

予測

2040年

予測

2045年

予測

ＩＣＥＶ 15.9 15.3 14.3 13.1 11.1 9.9 7.9 6.1 3.8 2.1

４８Ｖ－ＨＥＶ 0.0 0.0 0.2 0.2 0.3 0.5 1.1 1.3 2.0 2.4

フルＨＥＶ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

ＰＨＥＶ 0.0 0.0 0.1 0.3 0.6 0.6 0.7 0.8 1.8 1.9

82.0 82.1 81.8 78.3 73.3 71.5 68.0 66.0 63.3 59.0

2.0 2.6 3.6 8.1 14.6 17.5 22.3 25.8 29.0 34.5

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

ｴﾝｼﾞﾝ

搭載車

ＥＶ

計

比率（％）

ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ搭載車

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
2030年
予測

2035年
予測

2040年
予測

2045年
予測

ＩＣＥＶ 3.8 3.8 3.9 3.8 3.2 2.9 2.1 1.5 1.1 0.9

４８Ｖ－ＨＥＶ ― ― ― ― 0.5 1.0 1.9 2.5 2.8 2.8

フルＨＥＶ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ＰＨＥＶ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

95.3 95.4 95.6 95.7 95.2 94.0 87.2 83.5 81.0 73.4

0.8 0.7 0.5 0.5 1.1 2.1 8.8 12.5 15.1 22.9

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

ｴﾝｼﾞﾝ
搭載車

ＥＶ

計

比率（％）

ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ搭載車

  ■世界

  ■日本



Ⅱ．パワートレイン編

102

  ３）電動アクスル 採用車種，納入マップ

採用車種，担当部品メーカー，出力

部品メーカー カーメーカー 車種（販売開始） 出力

ニデック

（旧日本電産）
ＧＡＣ Ａｉｏｎ Ｓ（2019 年 5月）

１５０ｋＷ（一部ｸﾞﾚｰﾄﾞ

に１００ｋＷを搭載)

Ａｉｏｎ ＬＸ（2019年 10月） １５０ｋＷ

Ａｉｏｎ Ｖ（2020 年 6月） １５０ｋＷ

Ａｉｏｎ Ｙ（2021 年 3月） １００ｋＷ

Ｇｅｅｌｙ Ｇｅｏｍｅｔｒｙ Ｃ １５０ｋＷ

Ｖｉｔｅｓｃｏ Ｐｅｕｇｅｏｔ ｅ－２０８ １５０ｋＷ

Ｏｐｅｌ ＣＯＲＳＡ－ｅ １５０ｋＷ

Ｈｙｕｎｄａｉ Encino，Lafesta １５０ｋＷ

ホンダ ｅ：Ｎｙ１ １５０ｋＷ

ＺＦ Ｍｅｒｃｅｄｅｓ ＥＱＣ １５０ｋＷ ×２

BluＥ Nexus トヨタ Ｃ－ＨＲ，ＩＺＯＡ １５０ｋＷ

    ２０２１年４月１日時点での日本電産Ｅ－Ａｘｌｅ採用車種と搭載機種（発売日順）

    ①広汽埃安新能源汽車（GAC Aion New Energy Automobile）Aion S（Ni150Ex、一部ｸﾞﾚｰﾄﾞに

Ni100Ex を搭載）

    ②広汽豊田汽車（GAC Toyota Motor）iA5（Ni150Ex）

    ③広汽埃安新能源汽車（GAC Aion New Energy Automobile）Aion LX（Ni150Ex）

    ④広汽蔚来新能源汽車（GAC NIO New Energy Automobile Technology）HYCAN 007（Ni150Ex）

    ⑤吉利汽車（Geely Automobile）Geometry C（Ni150Ex）

    ⑥広汽埃安新能源汽車（GAC Aion New Energy Automobile）Aion V（Ni150Ex）

    ⑦広汽本田汽車（Guangqi Honda Automobile）EA6（Ni150Ex）

    ⑧広汽埃安新能源汽車（GAC Aion New Energy Automobile）Aion Y（Ni100Ex）

    ｅ－ＡｘｌｅはＥＶの他、ＰＨＶやフルハイブリッド（シリーズ方式）での採用が期待されてい

る。市場としては中国と欧州から市場が立ち上がる。中国のトランスミッションメーカー大手のＺ

ｈｅｊｉａｎｇは日立Ａｓｔｅｍｏとｅ－Ａｘｌｅで提携、トヨタも中国市場向けＥＶのＣ－Ｈ

Ｒ・ＩＺＯＡでｅ－Ａｘｌｅを採用するなど特に中国系ＥＶでの急拡大が期待されている。
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       1990      2000      2010      2020      2030～2045

応答性

冗長性

燃費

多機能化

  ２）ロードマップ（～２０４５年，応答性・冗長性・回生協調・多機能化）

   ロードマップ

   電子制御に加えて近年は電動化（油圧→モータ）が進展、これに伴いブレーキシステムに用い

られる部品や市場も大きく変わろうとしている。バキュームブースタにかわって電動油圧ブー

スタの採用など電動化がＨＥＶやＥＶを中心に進んでおり、駆動用モータによる発電ブレーキ

と油圧ブレーキの協調制御システムとして実用化されている。

   自動ブレーキは、元々、技術的にはオートクルーズを発展させた技術であり、従来型の油圧シ

ステムに一部、部品の付加（センサ設置，ＥＳＣブレーキアクチュエータ高性能化，バキューム

ブースタのアクティブ化など）により実現して来た。更に自動ブレーキの技術を発展させ、ステ

アリング制御を組み込むと部分自動運転となる。

   しかし、自動ブレーキの制御領域拡大や自動運転の実現、パワートレインの電動化（ＨＥＶ，

ＥＶ）に伴い発電ブレーキの市場拡大といった自動車における大きなトレンドの中で、ブレーキ

技術は大きく進歩しており、バイワイヤ化がキーテクの１つとなる。

ＡＢＳ ＥＳＣ 自動ﾌﾞﾚｰｷ･部分自動運転

ＥＣＢ

回生協調

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ

完

全

自

動

運

転

ＨＢ

ＥＨＢ

ﾌｯﾄﾌﾞﾚｰｷとの

融合により

単独ｼｽﾃﾑと

しては消滅

ＥＭＢ

ＨＥＢ
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2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
2030年

予測

2035年

予測

2040年

予測

2045年

予測

ＨＢ 91.9 89.7 88.4 85.3 84.5 83.0 70.3 65.2 56.9 47.0

ＥＨＢ 8.1 10.3 11.6 14.7 15.5 17.0 28.2 32.4 37.5 42.5

ＨＥＢ ― ― ― ― ― ― 1.0 1.6 3.4 7.0

ＥＭＢ ― ― ― ― ― ― 0.5 0.8 2.2 3.5

全体 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

比率（％）

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
2030年

予測

2035年

予測

2040年

予測

2045年

予測

ＨＢ 71.9 69.7 69.3 68.5 62.9 59.5 44.6 32.5 26.9 18.1

ＥＨＢ 28.1 30.3 30.7 31.5 37.1 40.5 54.7 63.4 66.3 67.5

ＨＥＢ ― ― ― ― ― ― 0.7 2.6 4.0 8.5

ＥＭＢ ― ― ― ― ― ― ― 1.4 2.8 5.9

全体 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

比率（％）

  ■世界

  ■日本



Ⅲ．ブレーキ・ステアリング・アクセル編

188

  ４）ステアリングに対するニーズ

  ステアリングに対するニーズと対応技術

    ステアリングシステムにおいては利便性，安全性，燃費の３つが要求されており、これまで

技術開発が進んで来た。利便性ではパワーステアリングシステムの進化及びパワーステアリ

ングの油圧から電動化によりエンジンへの負荷を減らし燃費が向上している。

    安全性では衝突時のドライバーへの衝撃軽減を目的に衝撃吸収ステアリングシャフト、そ

して車線逸脱を防ぐ方向にモータトルクを発生させ運転支援を行うレーンキープアシスト（予

防安全システム）がある。

    将来的にはステアリングシャフトを備えないステアバイワイヤ（ＳＢＷ）の実用化が期待さ

れ、更に自動運転まで広げるとＳＢＷ化が必須となる。

    ＥＰＳが扱う操舵トルクや操舵角などの情報を共有する他のシステムも増えている。ＡＦ

Ｓやアイドリングストップシステムなどであり、これらの情報を用いることにより、ＡＦＳで

は、ヘッドライトを操舵に応じて進行方向に向けて安全性を向上させている。アイドリングス

トップシステムでは、違和感の少ないスムーズなエンジン再始動を可能としている。

電動化

ステアリングに対する
ニーズ

対応技術システム

燃費向上

利便性向上

安全性向上

パワーステアリング

ステアバイワイヤ

衝突安全･予防安全

他システムとの連携

自動運転

ＡＦＳ応答性向上

自動ブレーキ
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2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2019年 2020年 2021年 2022年

電子ﾊﾝﾄﾞﾙ搭載車 10 10 10 12 62 100.0 100.0 120.0 516.7

71,800 67,100 55,800 57,054 61,599 93.5 83.2 102.2 108.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.1

対前年比

（％）

2023年
2030年
予測

2035年
予測

2040年
予測

2045年
予測

2023年

電子ﾊﾝﾄﾞﾙ搭載車 68 220 330 631 1,475 109.7

67,800 74,000 81,000 90,200 98,300 110.1

0.1 0.3 0.4 0.7 1.5

対前年比（％）

実数（千台）

電子ﾊﾝﾄﾞﾙ搭載率

電子ﾊﾝﾄﾞﾙ搭載率

全乗用車

全乗用車

実数（千台）

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2019年 2020年 2021年 2022年

電子ﾊﾝﾄﾞﾙ搭載車 10 10 10 11 20 100.0 100.0 110.0 181.8

8,360 8,330 6,940 6,619 6,566 99.6 83.3 95.4 99.2

0.1 0.1 0.1 0.2 0.3

対前年比

（％）

2023年
2030年
予測

2035年
予測

2040年
予測

2045年
予測

2023年

電子ﾊﾝﾄﾞﾙ搭載車 32 83 110 141 245 160.0

7,880 8,050 7,930 7,830 7,670 120.0

0.4 1.0 1.4 1.8 3.2

対前年比（％）

実数（千台）

電子ﾊﾝﾄﾞﾙ搭載率

電子ﾊﾝﾄﾞﾙ搭載率

全乗用車

全乗用車

実数（千台）

  １４）電子ハンドル市場規模・搭載率（世界・日本２０１８～２０４５年予測）

   ■世界

   ■日本
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